
 

 

（１）ノート指導 

 ①基本的な使い方 

  ・見開き１～２ページでまとめる。日付を書く。 

  ・左端１～２マス分を空け，「問題」「解決方法の見通し（作戦）」「めあて」「自分でチ

ャレンジ（自力解決）」「みんなで考える(集団解決)」「まとめ」「振り返り」「練習問題」

を記号で書く。 

○問○作○め○自○み○ま○ふ○練  

・赤チョークで書いたものは赤鉛筆，黄色チョークのものは青鉛筆で書く。低学年は赤

鉛筆のみ使用させる。学年が上がるにしたがって色の使い方は各自工夫させるよう

にする。 

【ノートの使い方例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②授業の流れの中で 

  a)自力解決のとき…分からないこと，悩んだことをメモしておく（教師の見取りでも参

考にできる）。自分の考えが間違っていたとしても，消したりせず大事な学びとして

ノートに残し，吹き出しなどを使ってその理由等を書かせる。 

b)集団解決のとき 

・大事だと思った友達の考え，工夫点を書かせる。 

・自分が考えたこと，気付いたこと，大事だと思ったことを吹き出しなどに書かせる。

自分のキャラクターを決めて楽しんで書いている児童もいる。 

問題 

課題 

めあて 

見通し 

自分の考え 
まとめ 

振り返り 

基本的な授業づくり・学習環境づくりに関して 

友達の考え 



「今，何についてみんなで考えるのか」ということや，小数倍の意味に結び付く

キーワードを板書した。 

c)振り返り 

・振り返りでは，学習した結果分かったことだけでなく，どのようにして考えていった

かという思考の過程も大事にしていきたいと考えている。そのような授業のねらい

に合った，教師の意図する振り返りになるように教師が働き掛けて，振り返りを書か

せる（視点２手立て③参照）。  

 

（２）板書 

【板書の仕方例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○めあてだけでなく，そのとき課題になっていることを吹き出しで板書したり，まとめに

つながるキーワードを板書したりする。 

  【４年「小数のわり算」の実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

見通し 

児童の考え 

課題・めあて まとめ 

今，みんなで何について考えるのか 
小数倍の意味に結び付く

キーワード 



既習の考え方 既習の図 説明の言葉 

（３）算数コーナー 

 既習の考え方や説明の言葉は常時掲示しておく。また，学習を進める中で新しい考え方や

説明の言葉を追加していく。 

既習の学習内容や児童の考えなどは，単元ごとに内容を変えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既習の内容（１年「いくつといくつ」） 既習の内容（３年「わり算」） 

児童が考えた作戦名（５年「合同な図形」） 児童の考え（２年「３けたの数」） 


